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日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ 今月の鳥・ツクシガモ

今月の鳥は先月2024年1月の探鳥会で、淀川本流を泳ぐツクシガモとしました。私（平）が牧野探鳥会～枚
方淀川探鳥会を担当するようになって2回目の観察、淀川ではまれな鳥であることがわかります。
ツクシガモは、日本に冬鳥として渡来するが、特に有明海を中心とした九州北部・筑紫地方で渡来数が多く
「筑紫鴨」の和名もここに由来している。

Ⅰ-②ツクシガモ：全国の状況 バードリサーチ・日本野鳥の会 全国鳥類越冬分布調査（2016－2021）

Ⅰ-①ツクシガモ：大阪府鳥類目録2016（日本野鳥の会大阪支部） および大阪府発表ガンカモ調査

大阪府では1983年11月に泉大津市助松埠頭で確認されて以降、大阪湾岸の埋立地を中心に、内陸部の淀川本流や人造池

などで記録されている。1985年に日本で初めて、堺市堺2区埋め立て地で繁殖記録があるが、その後、繁殖はない。

最近の大阪府発表のガンカモ調査結果では、「2022年度63羽（内南港野鳥園47羽）、2021年度95羽（内北港南地区91羽」）と、

一カ所に群で生息しており、そのほかは少数でであることがわかる。

1980 年代は有明海を中心に九州・

中国地方で記録されていたが，2010 

年代は，これらの地域ほど個体数は

多くないが，北の方へ分布が拡大し

ていた。

環境省の「ガンカモ類の生息調査」

による個体数は、2009 年度以降増

加傾向にある。

Ⅰ-④ツクシガモの食べ物
ツクシガモの日本での越冬地が、有明

海や大阪湾岸の埋立て地などの海辺に

多いものの、淀川などの河川や久米田

池のような内陸部の池でも観察されてい

る。

清棲幸保著「野鳥の事典」東京堂出版

1988年：第16版

によると、ツクシガモの食べ物は貝類・

甲殻類・小魚・そして昆虫、海藻類も食

べる。

写真：⻄脇淳浩

Ⅰ-③ツクシガモの
繁殖地・越冬地

ツクシガモの大阪府内での越冬数が

少ないことから、図鑑の繁殖地・越冬

分布図を確認した。

←真木・大西「日本の野鳥590」

平凡社2000年11月

繁殖地が東部ロシアからスカンジナ

半島と、西に伸びているいる。

日本から幾分離れているため、渡来

数が少ないと思われる。
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Ⅱ枚方淀川探鳥会コースの樹木伐採（再録） 淀川河川敷の樹木伐採について

大阪支部むくどり通信に掲載

2023年度に入って、淀川河川敷の樹林の伐採

計画が発表され、「野鳥通り」と称されている30

年間伐採されたことのなかった樹林伐採が12月

に実施された。

この伐採を知った会員の方から、日本野鳥の

会大阪支部はどのように対応したか、特にオオ

タカ営巣地はどうか、質問があった。

毎月の探鳥会資料で、淀川河川事務所との打

ち合わせの経緯を報告してきたが、探鳥会に参

加されて支部会員の方にもわかるよう、むくどり

通信に報告してほしいと希望されたので、左の

ような文章を、むくどり通信の1月号に掲載した。

尚、淀川河川事務所に対しオオタカ営巣個所

周辺の樹林を残してもらうようお願いした結果、

実際に営巣個所周辺の樹林が残されました。し

かし、大阪支部がむくどり通信で「淀川河川敷に

オオタカが営巣した」と、公表することに異論が

あり、記載していない。

↑ 23/7/21 オオタカ若兄弟

（写真 枚方野鳥の会竹内氏）

↑2023年11月5日

←2023年12月3日

（平追記）左のむくどり通信に載せた写真左側に

見える樹林が、今回オオタカに残された樹林

「オオタカの森」、広さは 「東西40～50m x 南北

120～130m」です。

この狭い樹林へオオタカが戻って営巣してくれる

ことは厳しいが、人の安全を優先して樹木を伐

採せざるを得なかったことに対し、オオタカへの

ささやかなお礼のつもりです。

淀川河川事務所からは、オオタカが営巣しない

場合には「全伐」を、と言われています。

尚、20年ほどで元の樹林が回復する筈です。
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Ⅲ 先月(1月7日)探鳥会報告

Ⅳ 来月2024年3月3日探鳥会

例年通りであれば、50種前後観察できる季

節、樹林が無くなって林の鳥がいないので、

草原の鳥・水辺の鳥を中心に、45種を期待

しています。

スタート直後の淀川堤防上でハイタカを観察した後、淀川河川公園枚方地区の多自然池南側から淀川本流を見ると、ツ
クシガモ（3羽。牧野探鳥会時からこの11年間で2回目）や、ヨシガモが観察できた。多自然池のヤナギにシロハラが止
まっていて見ていると、双眼鏡にイワツバメが入ってきたが、天野川河口にかけての上空にイワツバメの大群（100羽
とした）が飛び回っていた。天野川岸ではタシギ・キセキレイ・セグロセキレイ・オオバンを確認した。野鳥通りの樹
木伐採で淀川本流の鳥がよく観察できるようになったが、100羽を超えるキンクロハジロ、50羽のホシハジロ、11年間
で初記録のミコアイサ（1羽）、カワアイサ、カンムリカイツブリなどがいた。中州の枯れ枝には、この11年間で初記
録のハイイロチュウヒが止まっており、更に対岸高槻市側の樹林にはノスリを見ることができた。

写真：西脇淳浩

今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式から

お申し込みください。

ハイタカ ハイイロチュウヒ ノスリ

イワツバメ カワラヒワ モズ

イソシギカワアイサキジバト

セグロセキレイ タシギ

野鳥通りから「オオタカの森」を見る（平） 2024年1月7日
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V 探鳥会観察チェックリスト
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